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東明  夏のワークショップ・プロジェクト2013 「なつのかくれが」（広島市現代美術館）　撮影：中尾俊之（CACTUS）

てんとうむしプロジェクト05

の展覧会で、子育てを経験した主婦のボランティ

ア・スタッフの知恵や経験を生かし、作品を通して

親子が一緒に楽しむことのできる場をつくろうとし

ています。

一方、毛原は、多様なバックグラウンドを持つボ

ランティア・スタッフ同士の関係に着目し、ミーティ

ングにも自らが制作した発信装置を持ち込みまし

た。ボランティア・スタッフにラジオ番組やテレビ放

送という形式で話してもらうと、長い間接している

人であっても、今まで知らなかった一面にふれるこ

とがありました。毛原のアプローチによって、私た

ちは、自分が他人に抱くイメージがメディアによっ

て変化していることに気づくと同時に、メディアを選

ぶことで関係性を選択できるという自由にも

気づかされることとなります。毛原は今回

の展示空間を作るにあたって、鑑賞者

にも同じように、メディアを通して

新たな発見をしてもらいたいと

考えています。

家、家庭、拠点といった意味をもつ「HOME」。

「NEW HOME」には、自分の知らない世界や人々

と出会うことで、自らの世界を広げていこうという

意味が込められています。今回のプロジェクトは展

覧会だけではなく、それをつくるまでの過程の中で

も、新たなネットワークや関係性を構築していこう

とする意欲的な試みです。作家とボランティア・ス

タッフ、鑑賞者という、様々な立場の人々が京都芸

術センターで出会うことによって、新しい何かが生

まれ、つながり、育っていきます。春という出会いと

変化の季節にふさわしい、新たな発見に満ちた展

覧会となることでしょう。

てんとうむしプロジェクトは、京都芸術セン

ターのボランティア・スタッフとアーティスト

がともにつくるアートプロジェクト。過去4回のプ

ロジェクトでは、展覧会や茶会、トーク・イベント、

つなわたりに至るまで、多様な企画を実現してき

ました。第5回となる今回は、近年、パラシュート

の原理を利用した作品を制作している東明（美術

作家）と、ラジオやテレビといった通信機器を使っ

たプロジェクトを全国でおこなう毛原大樹（ラジオ・

アーティスト）の二人を迎え、コンセプトを「NEW 

HOME」として展覧会を開催します。

ボランティア・スタッフと招聘アーティストは昨年

末からミーティングを重ね、企画から運営までを

協働で行ってきました。東の今回の新作は、企画

ミーティングに参加した高校生の女の子の、

幼少時の遊びの記憶がもとになりました。

以前から、作品の鑑賞者を当たり前の

ように大人と想定することに疑問

を感じていたという東は、今回

「NEW HOME」には、京都芸術センターがより多くの人にとって親しみ
やすい存在になるように、という、長年京都芸術センターを見守ってき
たベテランのボランティア・スタッフの親心も込められています。見に来
てくれた方がくつろぎ、HOMEの一部となるような、あたたかい空間を
つくりあげたいと考える作家とボランティア・スタッフ。人と人とをつな
ぐ、アートの力を感じてもらえる展覧会になるのではないでしょうか。ど
うぞお楽しみに！ 武本彩子（アート・コーディネーター）

東明 （ひがし・あきら）
京都市立芸術大学彫刻専攻卒業。布やビニールな
ど身近にあふれている素材を利用し、観客が介在す
ることによって成立し、観る人と作品との関係がその
つど新しく形成される作品を制作する。小学校の空
き教室での作品制作、ケニアの一般市民との協働に
よるプロジェクトなど、様 な々方向に活動の場を広げ
ている。近年の主な展覧会に、「ワタシを容作るモノ」
（グループ展、小山市立車屋美術館、栃木、2014）、「なつの
かくれが」（個展、広島市現代美術館、広島、2013）ほか。
レジデンスプログラム「ナイロビ・レジデンス」（ナイロ
ビ、ケニア、2011）「フォース・オブ・ネーチャー」（ノース
キャロライナ、アメリカ、2006）に参加。

毛原大樹 （けはら・ひろき）
東京芸術大学大学院美術研究科修了。FMヨコトリ
（大榎淳／上屋番、2005）への参加をきっかけに、“自由
ラジオ”や“ラジオ・アート”等の電波メディアに興味を
持つ。廃校となった小学校（東京台東区）の教室をスタ
ジオとして、自由ラジオ局「コジマラジオ」をスタート
させた。以降、様々な人々が関係する現場として「町
中アート大学」やコジマラジオのテレビ版「“最後のテ
レビ”」へと発展していく。現在では、全国のありとあ
らゆるシーンで微弱な電波を使った文化的な活動を
行ったり、商店街振興策などさまざま話題を打ち出し
ている。一見すると前時代的な道具を新しいメディア
として捉える制作活動も行う。

PROFILE

左上）ミーティングの様子　左下）毛原大樹「コジマラジオ」放送風景　右）毛原大樹「都市のエフェクト」 2009（hiromiyoshii）

てんとうむしプロジェクト05
『NEW HOME』
会期： 4月11日（金）－5月11日（日）
 10:00－20:00 ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北・南

［関連企画］ アーティスト・トーク
東明×毛原大樹×ボランティア
日時： 4月11日（金）16:00－18:00
会場： ミーティングルーム2
※イベント情報（P2）もご覧ください
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平成26年度 市民狂言会  年間席札発売
公演日：6月6日（金）、8月20日（水）、12月5日

（金）、2015年3月13日（金）
会場： 京都観世会館（左京区）
料金： 8,000円（全4回分）限定100枚　
  ※お一人様2枚まで。完売次第終了

京都芸術センターにて、4月7日（月）よ
り販売開始。年間を通して前売券をご
購入いただくよりも安くなります

各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。
※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

展覧会

KAC Artist in Residence Program 2013
Stephanie Comilang 成果発表展
『The Act of Flirting』
会期： 3月15日（土）－4月6日（日）
 10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー南

てんとうむしプロジェクト05
『NEW HOME』
会期： 4月11日（金）－5月11日（日）
 10:00－20:00
  ※会期中無休・入場無料
会場： ギャラリー北・南

［関連企画］ アーティスト・トーク
東明×毛原大樹×ボランティア
日時： 4月11日（金）16:00－18:00
会場： ミーティングルーム2
※Topic01（P1）もご覧ください

伝統

伝統芸能ことはじめ
「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第1回「芝浜の革財布」
日時： 4月12日（土）14:00－15:30　
会場： 大広間
講師： 小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
料金： 無料
定員： 100名
※Topic03（P4）もご覧ください

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第10回 「顔師を知る」
顔師とは、日本舞踊で顔の化粧を専門とする
人のこと。すべての演目に精通していないと
務まらない顔師の奥深さに迫ります。
日時： 4月11日（金）19:00－20:30
会場： 和室「明倫」
講師： 和田恵一（顔師）
料金： 無料
定員： 30名

明倫茶会

様々な分野で活躍している方々が席主となっ
て、開催するお茶会です。席主によって趣向
が異なるので、毎回新たな楽しみを見出せる
のが魅力です。

｢和菓子のはじまり｣ 
日時： 5月24日（土）
 11:00／13:00／14:30／16:00
会場： 和室「明倫」
待合： ミーティングルーム2
席主： 日菓（和菓子作家）
内容： 抹茶
定員： 各席20名
料金：1,000円
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名･

電話番号･希望時間を明記の上、5月9
日（金）〔必着〕までに申込。ウェブサイトか
らも申込可。応募者多数の場合は抽選。

※Topic02（P4）もご覧ください

音楽

明倫レコード倶楽部 其ノ51 
「ベートーヴェンの《運命》三題」
日時： 4月13日（日）14:00－16:00
会場： 講堂
曲目： ベートーヴェン交響曲第5番
講師：亀村正章
料金： 500円（ドリンク付）
※Topic04（P4）もご覧ください

演劇

KAC Performing Arts Program 2014
/ Contemporary Theater Program
演劇計画Ⅱ －戯曲創作－
「Read in Progress」
2015年の新作上演に向けて、戯曲を創作す
るプログラム。執筆途中の長編戯曲の一部を
ドラマリーディング形式で発表。ゲストによる
トークもあり。

Vol.3  山崎彬（2）
日時： 5月25日（日）15:00－17:00
会場： 和室「明倫」
出演： 山崎彬 ほか
料金： 無料（先着順／要事前申込）
定員： 40名

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行う
アーティストによるワークショップ（参加無料）

花本有加×松木萌　連続ワークショップ

（1）「ゆったり、ゆっくりストレッチ！！」
朝にやる、ゆったりとしたストレッチ。
日時： 4月4日（金）11:00－12:00

（2）「花×松の振りを一緒に踊ろう」
20分ぐらいのストレッチ＋ウォーミングアップ。残
りは、花×松の振りの一部を一緒に踊ります。
日時： 4月9日（水）11:00－12:00

（3）「まねっこあそび、しりとりあそび」
ストレッチをしたあと、ジェスチャーでしりとり
あそび。
日時： 4月11日（金）18:00－19:00

（4）「ショーイング」
20分ぐらいのウォーミングアップを一緒にし
た後、15分の作品ショーイング。そのあと意
見交換など。
日時： 4月27日（日）18:00－19:00

会場： 制作室3（全日程）
定員： 各回10名
※動きやすい服装で、床に敷くもの（バスタオルな
ど）を持参してご参加ください
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「〈静かな穴〉 ベ サンスン オープンスタジオ」
現在の私はものことを考える時間の余裕もな
く、せわしない毎日を過ごしています。動ける
範囲も広がり、移動も速くなった…便利な時
代ですが、自分のことも、他人のことも、じっ
くり考えられる時間がなくなっています。今回
のオープンスタジオでは、ゆっくり、じっくり、
静かな時間を過ごした結果生まれた作品と製
作過程をご覧いただきます。
日時： 4月26日（土）－28日（月）11:00－19:00
会場： 制作室1
定員： 各日20名程度
※入退場自由

ニットキャップシアター
「絵本を芝居にする」
ニットキャップシアターでは5月10日、11日に
アンデルセンの『絵のない絵本』を元にした
演劇作品『月がみていた話』を上演します。そ
れに先立ちこのワークショップでは、アンデ
ルセンの名作『はだかの王さま』を参加者と一
緒に舞台作品にします。お芝居に興味のある
方はもちろん、アンデルセンの絵本が好きな
方もふるってご参加ください。
日時： 4月26日（土）14:00－17:00
会場： 制作室9
定員： 15名
※動きやすい服装でご参加ください

発表支援事業（共催事業）

京都創生座 『桜花の宴』
桜をテーマに、長唄、地歌、地謡等を織り交ぜた京
都創生座オリジナル曲の披露とトーク等を行います。
日時： 4月4日（金）開場18:00 開演18:30
会場： フリースペース
料金： 前売3,500円／当日4,000円
出演： 片山伸吾、豊嶋晃嗣、茂山茂ほか
主催・問合せ：京都創生座
　TEL：090-1592-1640
　E-mail：info@soseiza.com

井上松交会 春の集い
能舞台「嘉祥閣」は、第二次世界大戦の疎開
時に立ち退きを強いられ、戦後に元・明倫小
学校（現・京都芸術センター）の大広間に再建さ
れました。今回の公演は、60年ぶりに大広間
に再現される「嘉祥閣」にて行います。
日時： 4月5日（土）13:00－16:00
会場： 大広間 
出演： 井上裕久ほか
料金： 前売3,000円／当日3,500円
主催・問合せ：井上松交会
　FAX：075-265-2883

ピアノ連弾フェスタ
聴く人も弾く人も、ピアノデュオの音楽を楽し
みたい方の交流の場。
日時： 4月6日（日）14:00
会場： 講堂

料金： 無料
主催・問合せ：‘if’ Piano Duo事務局
　TEL：075-882-4358

第33回 ～Les Amis de 森悠子～
キオスクコンサート ～二十歳の春～
森悠子の楽しいお話を交えたコンサート。
日時： 4月11日（金）開場18:30  開演19:00
会場： 講堂
料金： 1,000円 
主催・問合せ：NPO法人音楽への道CEM/
長岡京室内アンサンブル 

　TEL／FAX：075-351-5004
　WEB：http://www.musiccem.org 

京都こども能楽囃子教室
日時： 4月12日（土）17:30－18:50（笛・小鼓教室）

18:50－20:10（大鼓・太鼓教室）
会場： ミーティングルーム2、和室「明倫」
対象： 小学１年生～中学3年生
料金： 1,000円／9回通し8,000円
申込方法：開催日の2日前までに主催者まで申込
主催：一般社団法人京都能楽囃子方同明会
　E-mail：kyoshitsu@noh-doumeikai.com

川口ゆい×石橋義正 『MatchAtria』
“生命力”をテーマに知覚を揺さぶる、これま
でにないメディアアート＋パフォーマンス。
日時： 4月18日（金）－20日（日）
※公演時間等の詳細は下記ウェブサイトをご参照
ください
会場： 講堂
料金： パフォーマンス＋トーク2,000円／トーク、

ワークショップのみ500円
チケット申込：satoko_suchi@me.com

※メールのみにて受付
主催：石橋プロダクション
問合せ：MatchAtria Production 
　TEL：050-2036-2070
　WEB：http://mendora.com/works/matcha/matcha_jp.html

KYOTOGRAPHIE 国際写真フェスティバル
京都市内各所で開催する国際写真展。フラン
ス国立造形芸術センターのコレクションの中か
ら「自然」をテーマにした作品を展示。
日時： 4月19日（土）－5月11日（日）
 10:00－20:00
会場： 和室「明倫」、ミーティングルーム2
料金： 一般500円／中高大生300円
全会場用パスポート：一般2,000円／中高大生

1,200円
主催・問合せ：KYOTOGRAPHIE実行委員会
　TEL：075-708-7108 

第19回 京都国際ダンスワークショップ
フェスティバル 2014 “READY TO REACT"
期間： 4月11日（金）－5月6日（火・祝）
会場： 講堂、フリースペース、大広間
※ワークショップの内容詳細については、下記ウェ
ブサイトをご覧ください
主催・問合せ：Dance & Environment（ダン
スアンドエンヴァイロメント）
　TEL：070－6500－7242
　FAX：075－414－2425
　E-mail：info@hotsummerkyoto.com
　WEB：http://www.hotsummerkyoto.com

制作支援事業

『a dialogue with gravity －重力との対話－』
西部講堂37年ぶりの舞踏家・麿赤兒渾身のソ
ロパフォーマンスと、MuDAや他アーティストに
よるパフォーマンスセッション。そして、画家の
木村英輝と麿赤兒によるシンポジウム、並びに
様 な々分野の有識者による対談、講演を行う。
日時： 4月5日（土）18:00－22:00 ※開場17:00
会場： 京大西部講堂（京都大学西部構内、075-

751-9373）　　
料金： 前売3,000円／当日3,500円

チケット取扱：チケットぴあ、ローソン、e+
（イープラス）

問合せ：
　E-mail：tadokoro.daisuke.24z@st.kyoto-u.ac.jp

『村の芸術祭』
京都唯一の村、南山城村で二日間に渡って
開催するパフォーマンス／展覧会で彩る村の
祭典。それぞれのクリエイションに、大地への
リスペクトを端々に伺わせるMuDAとcontact 
Gonzoの両グループが南山城村にて初の競
演を果たします。他、同時に開催する展覧会
にバンコク出身のアーティスト、サラウ・チャ
ティウォングペティなど。
日時： 5月4日（日）、5日（月）時間未定
会場： 南山城村文化会館やまなみホール及

び周辺地域（無料駐車場あり）
料金： 予約1,500円／当日2,000円　
  ※小学生以下無料
問合せ：
　E-mail：info@muragei.asia
　WEB：http://www.muragei.asia

ニットキャップシアター 第34回公演
『月がみていた話』
アンデルセンの掌編集『絵のない絵本』をも
とに、劇団「飛ぶ劇場」（北九州）の泊篤志、劇
団「intro」（札幌）のイトウワカナ、そしてニット
キャップシアターのごまのはえの3人の劇作家
が描く多彩な世界。想像力に乗って劇世界を
旅する、短篇演劇集。
日時： 5月10日（土）19:00
 11日（日）11:00／15:00★
  ★アフタートークあり
会場： 八尾市文化会館 プリズム小ホール
料金： 一般前売3,000円／当日3,500円
 ユース（25歳以下）2,500円（前売・当日共）
 高校生以下1,000円（前売・当日共）
問合せ：ニットキャップシアター 
　TEL：090-7118-3396
　WEB：http://knitcap.jp/index.html

支援：
・ 滞在期間中（3ヶ月）の宿泊場所の提供
・ 制作場所の提供
・ 制作費として1件につき（個人・グループ問わ
ず）20万円の補助

・ 広報及び宣伝協力
・ プログラムコーディネーターによるサポート
応募方法：
締切：6月30日（月）〔必着〕

トラディショナル・シアター・トレーニング
2014（T.T.T.）受講生募集
トラディショナル・シアター・トレーニング（T.T.T.）
は、舞台芸術に携わる人を対象とした3週間の伝
統芸能トレーニングです。
期間： 7月18日（金）－8月8日（金）
応募条件：演劇・ダンスなど、舞台芸術に
関わる表現活動を行っている方（研究活動
も可）で、オリエンテーションから発表会
までの概ねすべてのスケジュールに参加
できる方。伝統芸能を積極的に学ぶ意欲
のある方。国籍・年齢・性別不問

定員： 24名（能・狂言・日本舞踊各コース8名程度） 
受講料：
一般70,000円／学生・アーティスト（※審
査あり）50,000円
※リピーター割引（過去にT.T.T.を受講した方）
一般50 ,000円／学生・アーティスト
40,000円
※4月15日（火）までの申込については早期割
引として受講料を5,000円値引

締切： 6月30日（月）〔必着〕

KYOTO EXPERIMENT 2014
インターン募集
KYOTO EXPERIMENT京都国際舞台芸術
祭 2014を共に運営する制作インターン及
びテクニカルインターンを募集します。
期間：6月－11月（6ヶ月間）
選考方法：書類選考の後、面接を行いま
す。（面接は5月初旬を予定）

応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上
KYOTO EXPERIMENT事務局まで郵送
※応募用紙は、KYOTO EXPERIMENTウェ
ブサイトよりダウンロード可能

締切：4月18日（金）〔消印有効〕
※詳細はKYOTO EXPERIMENTウェブサイトを
ご覧ください
応募・問合せ：
KYOTO EXPERIMENT事務局「2014年
度 インターン募集係」（担当：和田）
TEL：075-213-5839（2～3月：水曜日を除く
平日11:00－17:00／4月：平日11:00－19:00）
E-mail：info@kyoto-ex.jp
WEB：http://www.kyoto-ex.jp

展覧会ドラフト2015
2015年春、京都で開催される「PARASOPHIA: 
京都国際現代芸術祭2015」と同時期に開
催する公募展の展覧会企画を募集。
応募期間：4月1日（火）－20日（日）〔消印有効〕
審査員：河本信治（PARASOPHIA: 京都国際現
代芸術祭2015アーティスティックディレクター）
展覧会開催日程：2015年3月－5月（予定）
審査日程：
4月下旬　1次審査（書類選考・5月上旬に郵
送にて結果通知）
6月14日（土）　2次審査（一般公開プレゼン
テーション）
支援内容：
・ 制作補助費100万円
・ 広報及び宣伝協力
・ 展覧会準備期間のアトリエ提供など

アーティスト・イン・レジデンス2015
ビジュアル・アーツ部門募集
京都芸術センターで滞在制作を行うアーティ
スト・イン・レジデンスプログラム。今回はビ
ジュアル・アーツの分野から募集します。
滞在期間：2015年4月－2016年3月（3ヶ月以内）
応募資格：
・ 造形芸術の分野の芸術家または芸術分野
の研究者で、京都に滞在し制作・調査研究
などを行う理由が明確な方。国籍不問
条件：
・ 滞在期間中、市民との交流事業を企画、実
施すること

・ 活動の成果発表を行うこと

募集要項および応募用紙は、同センター
にて配布中。ウェブサイトからもダウン
ロード可。応募方法：応募用紙に必要
事項を記入の上、必要書類とともに京都
芸術センターまで送付または持参（持参
の場合は締切日の20時まで）

第320回 市民寄席
日時： 5月13日（火）開場18:30 開演19:00
会場： 講堂
出演・演目： 桂治門 「真田小僧」
 桂団朝 「座長の涙（小佐田定雄・作）」
 桂枝女太 「おいにょ（厩火事）」
 笑福亭鶴光 「善悪双葉の松」 

（出演順）
料金： 前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、チケットぴあ
（Pコード：435-566）

素謡の会 「世
せい

謡
よう

の春
はる

」
第1回 「桜川」
日時： 5月22日(木)
 開場18:30 開演19:00（受付開始18:00）
会場： 大広間
出演： 林宗一郎、河村晴久、河村和貴、味方

團、松野浩行、田茂井廣道ほか
料金：前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センターにて4月7

日（月）より販売

素謡の会 「世謡の春」  年間席札発売
日時： 5月22日（木）、7月10日（木）、11月13日

（木）、2015年2月5日（木）
 開場18:30 開演19:00（受付開始18:00）
会場： 大広間
企画・ナビゲーター：田茂井廣道（能楽師・観世流
シテ方）
料金： 5,000円（全4回分）限定80枚
  ※お一人様2枚まで。完売次第終了

　京都芸術センターにて、4月7日（月）よ
り販売開始。年間を通じて前売券を
ご購入いただくよりも安くなります

第234回 市民狂言会
日時： 6月6日（金）開場18:30 開演19:00
会場： 京都観世会館（左京区）
演目： 入

いる

間
ま

川
がわ

、酢
すはじかみ

薑、通
つう

圓
えん

、茶
ちゃ

壺
つぼ

出演： 茂山千五郎、七五三、千三郎ほか
料金： 前売2,500円／当日3,000円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京

都店、高島屋京都店、京都観世会
館、チケットぴあ（Pコード：435-881）
※4月7日（月）より販売開始。団体券2,200円
（20人以上）は京都芸術センターにて取扱

※チケットぴあで取扱いのチケットは、電
話、ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブ
ン・イレブン、サークルＫサンクス）の専用端末
などからご利用いただけます
 WEB：http://t.pia.co.jp
　TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および
　印の共催事業・制作支援事業
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ウィリアム・ケントリッジの作品に相対するとき、我々は

それをすんなりと見ることを拒否される。例えばアナモル

フォーズを用いた映像インスタレーション作品、《やがて

来たるもの（それはすでに来た）》（2007）は象徴的である。本

作で、観客は歪んだ像が円筒形の鏡に映り込み、正しい

像を結ぶ場所を捜して周囲を歩き回ることを強いられる。

像にたどり着くまでに、迂回する必要があるのだ。しかし、

アナモルフォーズという技法の遊戯的な性質故に、歩き、

鏡を通して見るという過程の全てが作品の要素として生き

てくる。近代合理主義の象徴たる遠近法を転倒してつくら

れたこの技法を、南アフリカの人種隔離政策の歴史を生

きたケントリッジが選んだのも興味深い。

また、彼は映像作品（特にアニメーション）を作る際、木炭

で描いては消し、また描き加えるという方法を用いる。こ

のとき木炭の線は完全に消し去ることができず、その過程

は痕跡となって画面に残る。この痕跡は、物語がたどった

時間に空間的な重みを付与する＊1。物語が展開しようとす

る瞬間、そこには過去の時間が重なっていて、その重み

を背負いながら先へ進むことになる。ここにもある種の抵

抗がある。物語が、時間が、前進する際の抵抗である。

そして、彼は映像作品を作る際、あらかじめスクリプト

やストーリーボードを用意しない＊2。あるきっかけとなるイ

メージから、描いては消し、また描き加えるという作業の

中で物語をつくり上げるのである＊3。前のイメージが次の

イメージを導くこの制作方法は、我々観客にイメージが出

来上がる瞬間に居合わせることを許す。さらに言うと、観

客は次の展開を導くイメージを、作者と同じように見るこ

とができる。このことは、ケントリッジの映像が観客に心

地よい想像を掻きたてることと無関係ではないだろう。こ

の想像は、物語が前進する際の抵抗の瞬間に立ち現れ

る。観客は重くてすんなりとは進まない物語の次のイメー

ジを想像することによって、能動的に見ることになるのだ。

このような能動的な鑑賞は、元・立誠小学校（京都）で展

示された《時間の抵抗》（2012年）においても顕著に表れて

いる。5面スクリーンに映し出され同時に進行する映像は、

その全てを把握することが不可能でイメージの混乱状態

を生みだす。観客一人一人が受け取るイメージを自ら選

ぶより他ない。また、映像にも現れる拡声器が複数置か

れ、そこから流れる音声を拾うため、観客はここでもやは

り歩き回ることになる。そして、その様子を見渡す巨大な

機械の「ふいご」。何も生み出さず、ただひたすらその場

で回転するこの機械は、自動機械が利益を追求するため

のものとなる以前、人びとの想像力を掻きたてる、驚異の

対象であった頃を象徴しているのではなかろうか。それぞ

れ進む速さや方向が異なる、複数の時間の存在を示唆す

るこの映像インスタレーションは、観客が自らの立ち位置

を能動的に選ぶ場でもあるのだ。

かわだ あやこ／兵庫県立美術館学芸員●現在、次期収蔵品展の準備の
真っ最中です。「ものを集める」をテーマに、「ノアの方舟」の神話とからめて
展開する予定です。

ウィリアム・ケントリッジを
「抵抗」から考える

美術

PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭2015プレイベント
ウィリアム・ケントリッジ《時間の抵抗》
2月8日（土）－3月16日（日）
元・立誠小学校 講堂（京都市）

河田亜也子

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　4 / 1 ▲ 4 / 30

図書室休室日：4月30日（水）

沼尻竜典／日本センチュリー交響楽団―久しぶりに、

このコンビの演奏を聴いた。これが首席客演指揮者とし

ての、彼の最後の舞台とは、迂闊なもので直前になって

気が付いたのであった。

その演奏会は、武満徹：ハウ・スロー・ザ・ウィンドで始

まった。自身も作曲家である沼尻さんらしく、邦人作曲家

の曲をプログラムに置く姿勢が好ましい。実に武満らし

い、繊細な響きが特徴的な作品である。冒頭は、特に管

楽器を中心にピッチの定まらぬところが聴こえたが、次第

にこれを立て直して、この曲の重要な支えとなる低音に充

実した響きを聴かせる。弦の高音も過度に硬質とはなら

ず、爽快な雰囲気を醸し出した。沼尻さんは、7音の主要

動機をたっぷり鳴らせることで、この曲の旋律的な性格を

際立たせる好解釈を示していた。

そうして、昨今各国で話題をさらっている閨秀アリサ・ワ

イラーステインを迎えて、エルガー：チェロ協奏曲。第一

楽章からソリストは、その特色である高音域の艶やかな

歌をたっぷり響かせて、果敢にオーケストラを牽引する。

伴奏は思い切ったタメも効かせながら、雄大にこれを受

け止めていた。次楽章でも主導権は彼女にあるが、沼尻

さんは連携を保ちつつこれに付け、第三楽章では興の趣

くまま歌いに歌うソリストと共に、エルガーの旋律美を紡

いでゆく。時にそれが平板になる傾向もあったが、未だ若

い奏者のことでもあるし、今はこれで十分であろう。沼尻

さんは、その相貌からも冷静沈着のお人のようではある

が、何かの拍子で俄かに狂気のスイッチが入るような節

が有るのが面白い。終楽章では突如攻勢に転じ、闊達自

在のテンポでソリストを煽り、なかなかスリリングな演奏

であった。その分、ラストは勢い余る様な格好で、アンサ

ンブルに危うさが聴かれたのは御愛嬌だろう。

メインは、ストラヴィンスキー：ペトルーシュカ（1947年

版）。これは冒頭から兎角リズムが曖昧になりがちで、スト

ラヴィンスキーの音楽の持つ鋭角的な表情が出てこない。

オケも拍子をいちいち数えている様な感じであったし、弦

がいまひとつ鳴り切らぬ分、金管の強奏が過度に強調さ

れる傾向が有った。リズムを大部分犠牲にしても、歌謡性

に重点を置いた演奏という評価はできるが、それがズル

ベッタリ式で締りが無く、わたくしは最後まで隔靴掻痒の

感を払拭し得なかった。

これがこのコンビの集大成なのかと思うと、不満は募る

ばかりであったが、アンコールで沼尻さん自作の歌劇《竹

取物語》～月の間奏曲を聴いて考えが変わった。この短

い、素朴な旋律で出来た小品を、両者は何と愛おしそう

に、しとやかに歌い上げたことだろう。そのこぢんまりとし

た響きを聴いたとき、成る程沼尻さんが目指した音楽は

奈辺にあったか、合点のゆく気のしたことであった。残念

ながらペトルーシュカでは存分に発揮し得なかったけれど

も、この集大成の「歌」を聴いては、もう少しこのコンビの

成長を見ていたいと思われたのだった。

ひぐち まさみち／大阪大学文学研究科博士後期課程在学●この閨秀
チェリストを、ちょうど昨年パリで聴く機会を持ちました。今回のアンコー
ルも、その時と同じバッハの無伴奏組曲第３番からブーレ。軽快にしてコ
ケティッシュな演奏も其の儘で、面白い奏者が出て来たと思っています。

集大成の「歌」

音楽

日本センチュリー交響楽団 第188回定期演奏会
2月13日（木）
ザ・センチュリーホール（大阪市）

指揮：沼尻竜典
チェロ：アリサ・ワイラースタイン
ピアノ：永野英樹

樋口騰迪 撮影：四方邦熈　提供：PARASOPHIA事務局　©William Kentridge

現在大阪において、実験的と分類されるパフォーマンスに触れる一種のショー

ケース／コンペティションとして機能しているのはこの芸創CONNECTぐらいかも

しれない。完全公募制であり、関東や他地方のカンパニーにとっては関西進出の

足がかりにも出来るため関西以外からの応募も多いようである。

今回のvol.7は6団体が参加、各団体15分程度のパフォーマンスを行った。まず

は虫の息（東京）。埼玉県本庄市という場所を規定し、土地の歴史とそこに生きる

姉妹の物語・記憶を本庄かるたという市内に複数ある石碑に関連付けたり、映像

も交えて描いた、という感触。孤独部（愛知）。薄暗い空間に1組の男女。卓袱台に

置かれている小さなラジカセからループ再生される数フレーズの台詞のやり取り

に合わせ、１つのシーンが延 と々繰り返される構成で、終盤現れる微妙な変化が

積み上げられたシーンのリフレインと相まって、不思議と観客の想像力と情緒を

呼び起こす。空（utsubo）（東京）。横浜中華街にある中国料理店のオーナー（66歳）

の半生及び中華街史や昨今の日中関係に関する雑感なども交えたインタビュー

内容を、日本人と外国人の女性2人で演じる、というもの。多国籍のカンパニー

であり、主宰は現在NY留学中のためskypeでの登場（！）、インタビューや稽古も

skypeで行われたことも含め、グローバリゼーション以降の舞台表現における1つ

の理想形を絵に書いたような作品だった。したため（京都）は昨年末京都・KAIKA

の試演会企画gateで上演された30分の作品の短縮版といった趣で、一人の女性

のパフォーマーが「私は○○です」という風に自身のアイデンティティ／自己を規

定する言葉を時折奇妙な動作も交えながら捻り出すように羅列していく。濱中峻

（東京）。祖父の死に際して学生の時に記録した音声を、それを元に自身で制作し

たドローイングのような映像をバックに、舞台上でリアルタイムに聞きながら現在

の自分の言葉として紡ぎ出していく。最後はモンゴルズ（大阪）。「食とパフォーマ

ンスの融合」が団体のコンセプトとのことで、ダンスや親子の寸劇を交えつつ、天

井からハダカの鶏が数羽吊り下げられた舞台上で実際に親子丼を作り審査員に

提供する（しかし食する審査員は居なかった）という6団体中異色の内容だった。

しかして今回はすんなりと3団体目の空（utsubo）が最優秀賞を受賞した。これは

順当な結果だと思う。全体的に「記憶」をテーマに創作している団体／作品が多

い印象があり、ダンス寄りの作品が全く無かった6団体の中では、純粋に社会性・

他者性を重視した切り口でよく練られているが故の突出した印象をもったからだ。

審査員からも総評としてサーベイに基づくプレゼン的な作品が結果多くなってい

る云 と々いった指摘があった通り、vol.5以来久々に観ていた僕としても、乱暴では

あるが（たとえ今回が偶然だとしても）今オーソドックスな演劇／ダンスの境界を行く表

現を志向すると、大阪という一地方にも

こういった静的な作品群が揃ってくると

いう意味では興味深いコンペであり、三

田格による数年前のあるWEBコラムでの

「自分探しの90年代から自分語りの00

年代へ」という一文がふと想起されると

共に、3.11や静かに緊迫の度を深めて

いる近隣諸国との関係は最早安全な自

分（たち）語りの00年代を完全に終わら

せたのかもしれない、と今更ながら（勝

手に）身をもって実感した次第…である。

みたむら けいじ／俳優、空の驛舎、C.T.T.大阪事
務局●ニューとまる。第1号は順調に遅れています。
もう少しだけお待ち下さい。あと、仕事を下さい。

テン年代のわたし

演劇

芸創CONNECT vol.7
2月11日（火）
大阪市立芸術創造館

三田村啓示

©s.yamamoto

＊1 ケントリッジ自身、このことを「かつて何があったか、過去に何が
あったかというものがずっと残っていくということ、それが繋がって
いるのだということです。それによって時間というのは物理的、身体
的にもより重みのある、より深みのある分厚いものになっていき、そ
してそれを感受できるものとなっていきます」（「ウィリアム・ケントリッジ
─歩きながら歴史を考える そしてドローイングは動き始めた……」展カタロ

グ、京都国立近代美術館、2009）と述べている。
＊2 このことは、2008年に京都と東京で行われた3回の講演会で繰り返

し述べられている。講演会の記録は前掲の展覧会カタログ所収。
＊3 このことについて、ケントリッジは「映像を制作していくプロセス自

体が構想を自律的に展開し、事前に思いつくこともできなかった事
象が作品の中に立ち現れてくる」（同書）と述べている。

フライヤー（表面）

KAC Artist in Residence Program 2013  Stephanie Comilang 成果発表展 『The Act of Flirting』 （3/15－4/6） てんとうむしプロジェクト05 『NEW HOME』 （4/11－5/11）

てんとうむしプロジェクト05 『NEW HOME』 
［関連企画］ アーティスト・トーク 東明×毛原大樹×ボランティア

明倫レコード倶楽部 其ノ51 
「ベートーヴェンの《運命》三題」

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ 第10回 「顔師を知る」

［明倫WS］ 花本有加×松木萌 連続ワークショップ
（1）「ゆったり、ゆっくりストレッチ！！」

［明倫WS］ 花本有加×松木萌 連続ワークショップ
（2）「花×松の振りを一緒に踊ろう」

［明倫WS］ ニットキャップシアター
「絵本を芝居にする」

［明倫WS］ 花本有加×松木萌 連続ワークショップ
（3）「まねっこあそび、しりとりあそび」［共催］ 京都創生座 『桜花の宴』

［共催］ 川口ゆい×石橋義正 『MatchAtria』

［共催］ KYOTOGRAPHIE 国際写真フェスティバル （4/19－5/11）

［共催］ 第19回 京都国際ダンスワークショップ フェスティバル 2014 “READY TO REACT” （4/11－5/6）

［共催］ 井上松交会 春の集い

［共催］ ピアノ連弾フェスタ

［共催］ 第33回 ～Les Amis de 森悠子～
キオスクコンサート ～二十歳の春～

［共催］ 京都こども能楽囃子教室

［明倫WS］ 花本有加×松木萌
連続ワークショップ
（4）「ショーイング」

伝統芸能ことはじめ 「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第1回 「芝浜の革財布」

［明倫WS］ 裵
ベ

相
サン

順
スン
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明倫茶会 ｢和菓子のはじまり｣
日時： 5月24日（土）11:00／13:00／14:30／16:00
会場： 和室「明倫」　 待合：ミーティングルーム2　　席主：日菓（和菓子作家）　
内容：抹茶　 定員：各席20名　 料金：1,000円
申込方法：往復はがきに、催し名･住所･氏名･電話番号･希望時間を明記の上、5月
9日（金）〔必着〕までに申込。ウェブサイトからも申込可。応募者多数の場合は抽選。
※イベント情報（P2）もご覧ください

日菓 （にっか）
和菓子作家。大学卒業後、和菓子店に勤務していた杉山早陽子と、和菓子職人を目指し
て京都に移住してきた内田美奈子が出会い、2006年日菓を結成。和菓子を作品として制
作し発表する活動をはじめる。 “作品を食べる”ことのできる展覧会を開催。そのほか、落
語家や器作家とのコラボレーションなど、ジャンルを問わず和菓子の可能性を探る。

PROFILE

毎回、席主の方のアイデアには驚かされたり、感心したり・・・詳しく書くことはできません
が、今回もきっと驚きますよ！ 山本麻友美（プログラム・ディレクター）

TO P I C  02

明倫茶会

和菓子のはじまり

明倫茶会は、その日のためだけに席主が考えた空間と時間を

共有できる特別な機会です。席主には、毎回さまざまな分野

で活躍する方をお迎えし、テーマやしつらえ、内容もその時々によっ

て変わります。そこには、お茶会という形式だからこそ感じることの

できる普段とは違った魅力や発見があります。茶道の作法を知らな

い方でも気軽に参加でき、その時、その場で出会った方 と々、お茶

を楽しむひと時を一緒に過ごすことで、単なるトーク等とは違った芸

術文化を体験できる場となっています。

今回の明倫茶会の席主、日
にっか

菓さんは、二人組の和菓子作家です。

和菓子を「作品」として制作し発表する活動を続け、これまでにもさ

まざまな方とのコラボレーション等でも発表を行っています。食べる

ことのできる「作品」は、どんな体験を私たちにもたらしてくれるので

しょうか。

「甘さ」を感じると、脳はリラックスした状態になると言われていま

す。今はどこでも手軽に甘いものが手に入る時代になりましたが、

現在のような砂糖が一般家庭にも手に入るようになったのは、明治

時代になってからだそうです。それまでは、砂糖はとても貴重で高

価なものでした。いろんなお菓子が、すぐに簡単に手に入るように

なった現代だからこそ、今回の明倫茶会で感じることのできるもの

も大きいのではと思います。

日菓さんの今回の茶会の趣旨には「果実や木の実がおやつだっ

た、和菓子の起源に想いを馳せて」とありました。農作業の合間

に、ほんの少し口に含んだ果物や木の実の甘さが、体の疲れを癒

す。そんなことを想像しながら、和菓子の豊かな世界をお楽しみく

ださい。

※明倫茶会：年に6回開催。今後の予定は、この通信紙やウェブサイトで
ご確認ください
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五感で感じる和の文化事業
伝統芸能ことはじめ
「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」

明倫レコード倶楽部

現代に息づく伝統芸能を知る
名指揮者による「運命」を聴く

伝統芸能ことはじめ「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」は、「ことはじめ」の愛称で親しまれる京

都芸術センターの人気講座。今年で4年目を迎えます。始まった当初は小さな教室での開催でし

たが、次第に聴講者が増え、今では毎回100人を超える一大イベントとなりました。

歌舞伎や落語などの、伝統芸能の演目では、形は違えども、元になっているのは一つの同じ物語で

あることが多くあります。「ことはじめ」では毎回一つの物語を切り口として、それぞれの芸能の様式に

ついて読み解いていきます。様式とは、伝統芸能の決まりごとのようなもの。服装や言い回しなどの様

式を知ることによって、一見難しく思える伝統芸能も現代に通じていることがわかり、親しみが湧いてき

ます。今年度第1回目となる「芝浜の革財布」は、夫婦の愛情を描いた古典落語の傑作ですが、現代で

も映画やテレビドラマの題材になるなど、形を変えながら繰り返し演じられています。このような何世代

にもわたって愛されてきた物語に触れることによって、伝統芸能の普遍的なエンターテイメント性や、日

本人特有の感性に自ずと気づかされることとなります。

講座とは言っても、難しい話は一切なし。5分に一度は笑いが漏れる、落語や講談のような雰囲気です。

講師の小林昌廣教授の、医学からアイドルまで網羅する知識の豊富さと、伝統芸能の世界を巧みに現代

社会の時事現象に置き換える絶妙な語り口は、毎回着実にファンを増やし続けている理由でもあります。

伝統芸能になじみのない方にはわかりやすく、通の方には伝統芸能がもっとおもしろくなる「ことはじ

め」。伝統芸能を知れば、あなたの生活が少し変わる、かもしれません。

昨年には福岡公演も果たした「ことはじめ」。九州でも、予約がすぐに埋まる人気ぶりだったそうです！ 日本の文化を知るために
一通り見ておきたいと思う伝統芸能ですが、いきなり公演に行くのは少し敷居が高く感じてしまいます。まずは「ことはじめ」で、
伝統芸能の楽しさにふれてみませんか。 武本彩子（アート・コーディネーター）

12年目を迎える明倫レコード倶楽部。レコード

研究家の亀村正章氏の司会・進行のもと、

貴重なコレクションを紐解きます。8月、12月には昨

年度に引き続き、作家のいしいしんじ氏を進行役に迎

え、愛蔵の蓄音機で奏でられる音楽をお楽しみいた

だきます。

今年度第1回目のテーマは、「ベートーヴェンの《運

命》三題」。フランツ・シャルク、アルトゥーロ・トスカ

ニーニ、ウィルヘルム・フルトヴェングラーの指揮によ

るベートーヴェン交響曲第5番を、貴重なレコード音源

で聴き比べます。中でもフランツ・シャルクは、初めて

の電気録音という珍しいもの。傑作として多くの人に親

しまれる「運命」を、3人のマエストロはどのように表現

したのか、ぜひあなたの耳で確かめてみてください。

「茶道のように音楽を楽しんでほしい」。そう語る亀村

氏の言葉には、手軽に音楽を聴ける現代だからこそ、レ

コードを聴くまでの作業さえも儀式のように慈しんでほ

しい、という思いが込められています。放送局に長年勤

めた亀村氏が、選曲から機材までこだわった贅沢な2時

間。目を閉じればオーケストラを前にしているかのよう

な、迫力のある音色をどうぞお楽しみに。

昨年度からいしいしんじさんを年2回進行役に迎え、ますます幅広い
世代の方に親しまれるようになった明倫レコード倶楽部。今年度も楽
しいプログラムを用意してお待ちしていますので、レコードファンも、
レコードにはなじみのない方も、どうぞお気軽にお越しください。

武本彩子（アート・コーディネーター）

其ノ51 「ベートーヴェンの《運命》三題」
日時：4月13日（日）14:00－16:00
会場：講堂　講師：亀村正章

其ノ52 「声をきく」
日時：8月3日（日）16:00－18:00
会場：講堂　講師：いしいしんじ

其ノ53 「音をきく」
日時：12月21日（日）16:00－18:00
会場：講堂　講師：いしいしんじ

其ノ54 「昭和初期のポップス・ラテンアメリカンリ
ズム～なつかしの名曲集～」
日時：2月1日（日）14:00－16:00
会場：講堂　講師：亀村正章

［番外編］
「骨董レコードを聴く（1）エンリコ・カルーソー」
日時：6月15日（日）14:00－16:00　
会場：ミーティングルーム2　講師：亀村正章

「骨董レコードを聴く（2）ネリー・メルバ、ガリ・クルチ、
カルヴェ」
日時：10月18日（土）14:00－16:00
会場：ミーティングルーム2　講師：亀村正章

料金： 500円（1ドリンク付き） ※番外編は無料

※イベント情報（P2）もご覧ください

平成26年度「明倫レコード倶楽部」 年間プログラム

亀村正章 （かめむら・まさあき）
京都放送株式会社（現KBS京都）で、クラシッ
ク音楽を中心としたラジオ・テレビ音楽番組
を企画制作。退職後、大学講師、京都コン
サートホールプロデューサーなどとして活
躍。2003年より、明倫レコード倶楽部の企
画・司会・進行役を務める。

いしい しんじ 
作家。京都在住。2003年「麦ふみクーツェ」
で坪田譲治文学賞、2012年「ある一日」で織
田作之助賞を受賞。著作に小説「ぶらんこ
乗り」「ポーの話」「みずうみ」「四とそれ以上
の国」など、エッセイ「熊にみえて熊じゃない」
「遠い足の話」など多数。

PROFILE

第1回 「芝浜の革財布」 4月12日（土）14:00－15:30
第2回 「梶

かじわらへいぞうほまれのいしきり

原平三誉石切」 6月14日（土）14:00－15:30
第3回 「鰯

いわしうりこいのひきあみ

賣戀曳網」 7月12日（土）14:00－15:30
第4回 「東海道四谷怪談」 9月13日（土）14:00－15:30
第5回 「道

みちゆきはつねのたび

行初音旅・道
みち

行
ゆき

旅
たび

路
じ

の花
はな

聟
むこ

」
11月1日（土）14:00－15:30

第6回 「仮名手本忠臣蔵～九段目・山科閑居～」
2015年1月10日（土）14:00－15:30

会場：大広間　 料金：無料　
※イベント情報（P2）もご覧ください

平成26年度 「伝統芸能ことはじめ」 年間プログラム
小林昌廣
（こばやし・まさひろ）
情報科学芸術大学
院大学教授。大阪
大学大学院医学研
究科博士課程単位
取得。医療・哲学・芸

術の3点から見た身体論を構築。専門は医療
人類学、身体表現研究、表象文化論、古典芸
能批評。歌舞伎は3歳の頃から見続けている。
古今亭志ん朝と同じ町内会であったのが自
慢。主著に『病い論の現在形』『臨床する芸術
学』など多数。

PROFILE

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　 ……… 10:00－20:00

○カフェ ……………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室 ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
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